Promotion Dates for the Top Gyoji in the Meiji and Taisho Eras by 根間 弘海
明治と大正時代の立行司とその昇格年月 




























                                                          
1 明治 30 年以降の行司の房の色については拙稿「明治 30 年以降の番付と房の色」
（2009）、「昭和初期の番付と行司」（2009）、「大正時代の番付と房の色」（2010）にも
詳しく扱っている。本稿とは焦点の当て方が異なる。 









吉田追風（23 世）は明治 9 年から 14 年まで西南の役に参戦し、その間、
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ない。正式には、明治 43 年 5 月以降に紫房と紫白房が区別されるように
なった。非公式には、次の『読売新聞』（M43.2.9）の記事で見るように、
明治 43 年 2 月にも紫色と紫白色の区別をしている。 





























(2) 11 代伊之助（前名：木村進）は 2 日目より紫白房から紫房に変わって
いる（『日日』（T2.1.12））。 
(3) 誠道（2 代）は 8 日目より紫白房を授与された（『都』（T2.1.18））。 
(4) 立行司でないが、木村鶴之助は 4 日目より本足袋に昇格した（『読売』
（T2.1.14））。 





所 2 日目より用いるはずなりという」（『読売』（M31.4.13）） 
 






























(3) 明治 30 年 12 月、16 代木村庄之助を襲名することが決まり、明治 31
年 3 月、吉田司家の免許を授与されている（『やまと』（M45.1.7））。
31 年の 1 月場所は初日から「紫房」を使用していたに違いない。 
 
誠道は明治 30 年 12 月中、庄之助を襲名することが決まっている（『読売』
（M30.12.26））。『都』（M43.4.29）によれば、明治 30 年 9 月に襲名が決まっ









正式な免許状の日付は明治 31 年 4 月 11 日だが、16 代庄之助の襲名は明
















治 31 年 4 月付で出した免許状の写しは、『読売』（M30.12.26）で見ることが
できる4。 
                                                          
4 格足袋（十両格）から本足袋格（幕内格）に昇格するときの「御願」に関しては、
その見本例を『大相撲』（S33.3）の「伊之助回顧録（4）」（p.111）で見ることができ
る。大正 4 年 6 月に木村玉治郎が本足袋に昇進したときに出した願い書のコピーが掲
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(1) 木村庄之助（15 代）の紫白房使用。 
 
15 代庄之助（M18.5~M30.5）を襲名したのは庄三郎（4 代）で、明治 17











                                                                                                                           
載されている。 
5 『読売』（M30.9.24）によると、明治 16 年に 15 代庄之助を襲名している。番付で
は明治 18 年 5 月からである。14 代木村庄之助（M10.1～18.1）は明治 17 年 8 月 14


























かし、この 5 月場所には協会の許可が下りず、結局、瀬平の紫房使用は 32
年 3 月まで延期されている。明治 31 年 8 月当時、まだ「緋房」だった（『角
力新報』（M31.8, p.57））。 
「行司木村瀬平も吉田家より紫紐に軍扇を免許され、これは来 5 月場所 2
日目より用いるはずなりという」（『読売』（M31.4.13））とあるが、これは協
会の同意が得られず実現しなかった（『角力新報』（M31.8, p.58））。『萬』






















 16 代木村庄之助は明治 31 年 4 月に紫房を授与されたが、6 代木村瀬平は









































































(1) 式守伊之助（6 代）9 
<1> 前名： （式守宗助→）鬼一郎（2 代）。 
<2> 番付： 嘉永 6 年 11 月から明治 13 年 5 月まで。 
<3> 吉田家文書： 明治元年 12 月、行司故実門人を許す（『本朝相撲之
司吉田家』（p.20））10。 
<4> 相撲文献等： 明治 10 年 1 月場所から首席行司となった（『大相撲
人物大事典』（p.694））。つまり、木村庄之助（14 代）より上位だった。 
<5> 没年： 明治 13 年 9 月 2 日。 
                                                          
9 6 式守伊之助と 7 代式守伊之助の軍配房に関しては文献資料が非常に少ない。当時は
立行司でも「朱」で始まっている。6 代式守伊之助は結構長い間務めているので紫白
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<6> その他：  
(a) 立行司を足かけ 28 年務めた。 
(b) 明治 28 年頃までは、立行司という名称は確立していない。 
(c) 故実門人になっているが、房の色は朱だったようだ。 
 
(2) 式守伊之助（7 代） 
<1> 番付： 明治 16 年 1 月から明治 16 年 5 月まで。 
<2> 前名： （式守与之吉（初代）→勘太夫（3 代）→鬼一郎（3 代）
→勘太夫（3 代）→）鬼一郎（3 代）。 
<3> 吉田家文書： 明治 15 年 7 月の「御請書」（『原点に帰れ』（pp.34-5））
には式守伊之助に「紅紐、熨斗目麻上下、方屋草履」を許している。6
代式守伊之助は明治 13 年 9 月に亡くなっているので、「御請書」の式守
伊之助はこの 7 代目に違いない。 
<4> 相撲文献等： 文久 3 年 7 月に鬼一郎（3 代）に改名した。明治 14
年 1 月に第二席となり、明治 16 年 1 月に 7 代式守伊之助を襲名した。
在位 2 場所後に現役で亡くなった（『大相撲人物大事典』（p.694））。 
<5> 没年： 明治 16 年 8 月 15 日。 
<6> その他：  
(a) 伊之助在位は二場所。 
(b) 吉田家文書には 7 代目に故実門人を許したり、紫白房を授与
したりしたという記述は見当らない。 
 
(3) 式守伊之助（8 代） 
<1> 番付： 明治 17 年 5 月から明治 31 年 1 月（死跡）まで。 
<2> 前名： （式守錦太夫（初代）→）与太夫（4 代）。 
<3> 吉田家文書： 明治 26 年 4 月、故実門人を許す（『相撲道と吉田司
家』（p.199））。 
<4> 相撲文献等： 明治 30 年 2 月 8 日目、紫白房を許されている11。
                                                          
11 三木・山田著『相撲大観』（M35）に「（前略）伊之助（8 代：NH）は終にこれ（紫
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<5> 没年： 明治 30 年 12 月 17 日12。 
<6> その他：  
(a) 荒木著『相撲道と吉田司家』（p.200）や吉田著『原点に還れ』
（p.135）では明治 31 年 1 月、15 代木村庄之助に初めて紫
白房が許されたとあるが、その前年、8 代式守伊之助に紫白
房が授与されている。もちろん、9代木村庄之助も文政11年、
すでに紫白房を使用していたので、明治 31 年 1 月に紫白房
が 15 代木村庄之助に授与されたという記述は事実を正しく
反映していない。 
(b) 明治 31 年 1 月場所は「死跡」である。 
 
(4) 式守伊之助（9 代） 
<1> 前名： （式守竹二郎→錦之助→錦太夫→）与太夫（4 代）。 
<2> 番付： 明治 31 年 5 月から明治 44 年 2 月（死跡）まで。 
<3> 吉田家文書： 明治 34 年 4 月、行司故実門人を許す（『本朝相撲之
                                                                                                                           
白房：NH）を用いることなくして死没せり」（p.301）とあるが、これは事実を正しく
記述していない。8 代伊之助の紫白房については拙稿「明治 30 年以降の番付と房の色」
（2009）にも詳しく扱っている。 
12 『朝日』（M30.12.19）には「一昨夜 11 時（中略）自宅に於いて死去せり」とある。
文献によっては死亡日を 12 月 18 日としてあるものもある（『大相撲人物大事典』
（p.694））。『中央』（M30.12.19）には「一昨夜死亡した」とあり、死亡した日は 17
日である。 
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司吉田家』（p.27））。 
<4> 相撲文献等： 明治 31 年 1 月場所、立行司を襲名している（『中央』
（M31.1.17））。そのとき、熨斗目麻上下と短刀を許されたに違いない。
しかし、軍配房は依然として「朱」だったようだ13。伊之助が紫白房を
許されたのは、明治 37 年夏場所である（『都』（M37.5.29））。 
<5> 没年： 明治 43 年 6 月 28 日。 
<6> その他：  
(a) 与太夫（4 代）が番付で明治 31 年 5 月場所から伊之助として
記載されているのは、先代伊之助（8 代）が 1 月場所も「位
牌勧進元」だからである。 
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たり」（『読売』（M34.4.8）） 
これは正式に免許が授与された日付であり、実際には、明
治 31 年 1 月、立行司に昇格している（『中央』（M31.1.17））。 














(5) 式守伊之助（10 代）（→木村庄之助（17 代）） 
<1> 前名： （木村兵丸→玉治郎→）庄三郎（6 代）→式守伊之助（8
代）→木村庄之助（17 代）。 
<2> 番付： 明治 44 年 5 月から明治 45 年 1 月まで。 
<3> 吉田家文書： 明治 44 年 10 月、故実門人を許す（『本朝相撲之司
吉田家』（p.27））14。 
                                                          
14 式守伊之助の行司故実門人に関しては、二つの年月がある。吉田著『原点に還れ』
（p.119）と『ちから草』（p.142）には明治 44 年 10 月とあり、『相撲道と吉田司家』




辞めなかったため、木村庄三郎は明治 44 年 5 月に式守伊之助を襲名した。事実に即し
て、吉田司家は再び行司故実門人の免許を出したかもしれない。行司故実門人を許す
基準が明確であれば、年月の違いは簡単に解決できる、つまり、式守伊之助を名乗っ
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<4> 相撲文献等： 明治 44 年 2 月に伊之助襲名が決まっている（『やま
と』（M44.2.22））。 
<5> 没年： 大正 13 年 7 月 19 日。 
<6> その他：  
(a) 明治 37 年夏場所、草履を許されている（『都』（M37.5.29））。 






(c) 『相撲道と吉田司家』（p.201）では明治 42 年 10 月、『ちか
ら草』（p.132）では明治 42 年 6 月、庄三郎は伊之助襲名を
している。これは内定していたはずだが、その実現は 2 年ほ
ど遅れている。16 代木村庄之助はその頃、行司を辞める予定






















(e) 式守伊之助は明治 45 年 5 月場所から木村庄之助を襲名する
ことになった（『やまと』（M45.1.12）／『報知』（M45.5.12））。 
 
(6) 式守伊之助（11 代） 
<1> 番付： 明治 45 年 5 月から大正 3 年 1 月まで。 
<2> 前名： （木村宗吉→）進15。 
<3> 吉田家文書： 明治 45 年 4 月、故実門人（『原点に還れ』（p.119））。 
<4> 相撲文献等： 明治 45 年 1 月に伊之助を襲名した（『やまと』
（M45.1.12））。 
<5> 没年： 大正 3 年 3 月 15 日。 
<6> その他：  
(a) 進は明治 39 年 1 月、草履を許されている（『やまと』
（M39.1.21））。本場所の使用は 5 月場所である（『時事』
（M44.6.10））。 
(b) 進は明治 44 年 2 月、紫白房を許されている（『やまと』
（M44.2.22））。 







(7) 式守伊之助（12 代） 
                                                          
15 木村進は京都相撲出身の行司で、後に東京相撲に移籍した。竹森著『京都・滋賀の
相撲』（p.90）によると、京都では「木村宗吉」を名乗っていたらしい。 
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<1> 番付： 大正 4 年 1 月から大正 10 年 5 月まで。 
<2> 前名： （木村宮司→小市→）誠道（2 代）。 
<3> 吉田家文書： 大正 3 年 10 月、故実門人（『原点に還れ』（p.119））。
免許状の日付と同じ。その写しは、たとえば『相撲講本』（p.608）に掲
示されている。 
<4> 相撲文献等： 大正 3 年 5 月、伊之助を襲名している（『日日』
（T3.5.21））が、5 月場所の番付では木村誠道として記載されている。 
<5> 没年： 昭和 12 年 12 月 25 日。 
<6> その他：  
(a) 誠道は明治 39 年 1 月 17 日、草履を許されている（『やまと』
（M39.1.21））。 
(b) 大正 2 年 1 月場所 8 日目、正式に紫白房を許された（『読売』




（M45.1.17））、明治 45 年 5 月場所では紫白房を許されると
いう予測記事もある（『日日』（M45.5.9））17。 
(c) 大正 3 年 5 月場所、番付で誠道のまま記載されているのは、
伊之助襲名者に不幸が起きるという迷信があったからである
（『日日』（T3.5.21））。 
(d) 大正 3年 7月、故実門人となる（『相撲道と吉田司家』（p.201））。 
(e) 『夏場所相撲号』（T10.5）の「行司さん物語」（p.104））に
よると、1 月場所にはすでに総紫房になっている。先代の伊
                                                          
16 誠道が大正 2 年春場所、紫白房に出世したことは『読売』（T2.1.24）でも確認でき
る。誠道は明治 44 年春場所に紫白房を許されたと語っているが、本場所の紫白房では
ないことになる。 











(f) この伊之助は木村庄之助を襲名することなく、大正 10 年 11
月に行司を辞めている（『中央』（T10.11.26））。 
 
(8) 式守伊之助（13 代）→木村庄之助（19 代）。 
<1> 番付： 大正 11 年 1 月から大正 14 年 5 月まで。 
<2> 前名： （式守多喜太→錦之助→）与太夫（5 代）→伊之助（13
代）→木村庄之助（19 代）。 
<3> 吉田家文書： 大正 11 年 4 月、故実門人（『原点に還れ』（p.120））。 
<4> 相撲文献等： 大正 11 年 1 月、伊之助を襲名した（『やまと』
（T11.1.6））。 
<5> 没年： 昭和 7 年 5 月 30 日。 
<6> その他：  
(a) 大正15年1月、庄之助（19代）を襲名した（『時事』（T15.1.6））。 
(b) 与太夫（5 代）は大正 10 年夏場所 8 日目から紫白房を臨時
に許された（『二六』（T10.5.21））。 
(c) 19 代木村庄之助を襲名（大正 15 年 1 月から昭和 7 年 5 月ま
で）。 
 
(9) 式守伊之助（14 代） 
<1> 番付： 大正 15 年 1 月（死跡）。 
<2> 前名： （式守与之吉→）勘太夫（3 代）。 
<3> 吉田家文書： 大正 14 年 9 月、故実門人（『原点に還れ』（p.120））。 
<4> 相撲文献等： 勘太夫が伊之助を襲名した（『時事』（T15.1.6））。 
<5> 没年： 大正 14 年 12 月 26 日。 
<6> その他：  
(a) 勘太夫は大正 11 年 1 月 16 日、紫白房を許されている。「式
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守勘太夫亦立行司の列に加わった」（『国民』（T11.1.6））。 





(10) 式守伊之助（15 代）→木村庄之助（20 代） 
<1> 番付： 大正 15 年 5 月から昭和 7 年 5 まで。 
<2> 前名： （式守子之吉→錦太夫→）与太夫（6 代）→伊之助（15
代）→木村庄之助（20 代）。 
<3> 吉田家文書： 大正 15 年 3 月、故実門人（『原点に還れ』（p.120））。 





「（私は：NH）大正 15 年 1 月に 15 代の式守伊之助を襲いだ」（p. 220） 
番付では 5 月場所に襲名している。春場所の番付では 14 代伊之助がま
だ記載されているからである。 
<5> 没年： 昭和 15 年 3 月 9 日。 
<6> その他：  
(a) 木村庄之助（20 代）： 昭和 7 年 10 月から昭和 15 年 1 月ま
で。 
(b) 昭和 10 年 5 月、松翁を授与される（『原点に還れ』（p.108））。
免許状は昭和 10 年 10 月付である（『原点に還れ』（p.120））。 
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8．木村庄之助の房色 
 
(1) 木村庄之助（13 代） 
<1> 番付： 嘉永 6 年 11 月から明治 9 年 4 月まで。 
<2> 前名： （木村小太郎→幸太郎→市之助（介）→）多司摩（3 代）。 
<3> 吉田家文書： 明治元年 12 月、故実門人となる（『本朝相撲之司吉
田家』（p.20））。 








<5> 没年： 明治 12 年 2 月 15 日。 
<6> その他：  
(a) 立行司を足かけ 24 年務めた。 




(2) 木村庄之助（14 代） 
<1> 番付： 明治 10 年 1 月から明治 18 年 1 月（死跡）まで。 
<2> 前名： （木村富吉→喜代治→）庄太郎（10 代）。 
<3> 吉田家文書： 明治 15 年 7 月の「御請書」の木村庄之助の項には
「紫白打交紐、熨斗目、麻上下、方屋上草履」となっている。従って、
「紫白打交紐」は許されている18。 
                                                          
18 吉田著『原点に還れ』の「御請書」（pp.14-5）にも同じ項目が記されている。「御請
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<5> 没年： 明治 17 年 8 月 14 日。明治 17 年 5 月場所の後で亡くなっ
ているので、明治 18 年 1 月場所の番付記載は死跡である19。 
<6> その他：  
(a) 紫白房を明治 15 年頃、許可された可能性がある（『相撲道と
吉田司家』の「御請書」（pp.126-8））。しかし、それを裏付け
る証拠は他にない。 
(b) 木村庄太郎（10 代）が 14 代木村庄之助を襲名したのは明治
10 年 1 月場所だが、式守伊之助（6 代）に次ぐ第二席だった。
首席行司になったのは明治 14 年 1 月場所以降である。 
 
(3) 木村庄之助（15 代） 
<1> 番付： 明治 18 年 5 月から明治 30 年 5 月まで。 
<2> 前名： （木村八三郎→角次（治）郎→）庄三郎（4 代）。 
<3> 吉田家文書： 明治 25 年 4 月、故実門人となる（『本朝相撲之司吉
田家』（p.27））。 








打交之紐」が許されている（『角觝詳説活金剛伝』（文政 11 年））。この 9 代木村庄之助
は文政 8 年 3 月に「紅緒」と「草履」が授与されている（『相撲行司家伝』）。 
19 死亡日がこれと異なる記述もある。酒井著『日本相撲史（中）』（S39, p.77）では明
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めたるに、当時の庄之助（14 代目）は非常の恥辱を与えたれたるも
のとなして遂に発狂し（後略）」 
 これによると、明治 23 年当時、木村庄之助は紫房である。この房がいつ
許されたかは定かでないが、吉田司家の許可を受けていなかったかもしれな
い。というのは、吉田司家が許可したのは、明治 30 年 1 月場所だからであ
る（『原点に還れ』（p.135））。 
<5> 没年： 明治 30 年 9 月 22 日。 






「明治 31 年、15 代木村庄之助に対し 23 世追風善門が初
めて紫分の団扇として紫総を授与し、それ以降今日に至って
いる。」（p.135） 
 15 代木村庄之助は明治 30 年 9 月に亡くなっている。この記述が間違いな
ければ、15 代木村庄之助は死亡後に紫房を授与されたことになる。これはや
はり 16 代木村庄之助の間違いではないだろうか。この木村庄之助には明治
31 年 4 月に紫白房が授与されている。 
(c) 『角觝詳説活金剛伝』（文政 11 年）によると、紫白房と上草




 この紫白房をいつ授与されたかは定かでないが、9 代木村庄之助は文政 11
年（1828）にはすでに使用している21。従って、15 代木村庄之助が初めて紫
                                                          
20 免許状には「紫打交之紐」とあるが、おそらく「紫白打交之紐」のミスであろう。 
21 『相撲行司家伝』（文政 10 年）の免許状によると、9 代木村庄之助は文政 8 年 3 月
に紅紐と上草履を許されている。紫白房は文政 8 年から文政 11 年の間に許されたこと
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白房を授与されたというのは事実を正しく記述していない。 
 
(4) 木村庄之助（16 代） 
<1> 番付： 明治 31 年 1 月から明治 45 年 1 月まで。 
<2> 前名： （木村新介（助）→龍五郎→（吉田）誠道→（式守）鬼一
郎（4 代）→（木村）誠道（初代）。 
<3> 吉田家文書： 明治 31 年 4 月、紫白打交の団扇紐を許す（『本朝相
撲之司吉田家』（p.27））。 
<4> 相撲文献等： 協会が 30 年 12 月に 16 代木村庄之助襲名を認めて
いる（『大阪朝日』（M30.12.21））。明治 31 年 1 月場所から紫白房を使
用している。 
<5> 没年： 明治 45 年 1 月 6 日。 
<6> その他 
(a) 明治 29 年夏場所より草履を許されている（『時事』
（M29.5.21））。 
(b) 明治 30 年 12 月には、誠道の立行司襲名は決まっていた（『大
阪朝日』（M30.12.21））。 








(5) 17 代木村庄之助 
 10 代式守伊之助が 17 代木村庄之助を襲名した。 
 
                                                                                                                           
になるが、残念ながら正確な年月をまだ確認できない。 
明治と大正時代の立行司とその昇格年月 
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(6) 18 代木村庄之助 
<1> 番付： 大正 11 年 1 月から大正 14 年 5 月まで。 
<2> 前名： （木村甚太郎→）朝之助。 
<3> 吉田家文書： 大正 11 年 2 月、故実門人（『原点に還れ』（p.119））。 
<4> 相撲文献等： 式守伊之助を経験することなく、18 代木村庄之助
を襲名している（『やまと』（T11.1.6））。17 代庄之助が 5 月場所中に、
12 代伊之助が場所後（11 月）にそれぞれ辞めたからである 
<6> その他：  
(a) 大正 3 年夏場所、紫白房を土俵祭りで使用している（『やま
と』（T3.5.31））。その紫白房は夏場所前に授与された可能性
が高い。しかし、まだ他の資料で確認できていない。 
(b) 大正 4 年 11 月、紫白房の免許（『角力世界』（T4.12, p.1））。 
 
(7) 19 代木村庄之助 
 13 代式守伊之助が 19 代木村庄之助を襲名した。 
 
(8) 20 代木村庄之助 




木村瀬平は明治 31 年以降、16 代木村庄之助の次席だった。つまり、
9 代式守伊之助より上位だった。 
<1> 番付： 明治 31 年 1 月場所から明治 38 年 1 月場所まで。 
<2> 前名： （木村留吉→庄五（庄吾）→庄五郎→）瀬平（6 代）。 
<3> 吉田家文書： 明治 34 年 4 月、行司故実門人（（『本朝相撲之司吉
田家』（p.27））。 
<4> 相撲文献等： 明治 31 年 1 月場所から立行司になっていたが、房
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は朱房だったに違いない（『中央』（M31.1.17））22。というのは、紫白房
を許されたのは、明治 32 年 3 月だからである（『読売』（M32.3.16））。 
<5> 没年： 明治 38 年 2 月 5 日。 
<6> その他：  
(a) 瀬平は明治 29 年夏場所、草履を許されている（『読売』
（M30.2.15））。 
(b) 瀬平は明治 31 年に立行司になった（『毎日』（M38.2.6））。与
太夫（6 代）が 9 代式守伊之助を襲名したときに、瀬平も立
行司になったようだ23。 
(c) 瀬平は明治32年3月、紫白房を許された（『読売』（M32.3.16））。 





(e) もし瀬平が明治 31 年 5 月場所、紫房を使用していたなら、
それは瀬平の独断である。協会はその使用を認めていないし、
吉田司家は明治 32 年 3 月になって初めて許可しているから
である。 
(f) 明治 34 年 4 月、「一代限り麻裃熨斗目および紫房の免許」を





                                                          
22 木村瀬平は明治 31 年に立行司になったと『毎日』（M38.2.6）の「木村瀬平逝く」
にも書いてある。木村瀬平は弘化 3 年に足袋格に昇進している（『毎日』（M38.2.6）））。 
23 明治 31 年当時の新聞では瀬平が立行司になったという記事を見ていないが、与太



























(i) 小冊子『木村瀬平』（M31.5）は明治 31 年 5 月場所前に発行







は草履を許されたが、立行司ではなかったはずだ。明治 15 年 7 月の「御請書」には草
履と麻上下は別々の免許になっている。本稿では、明治 9 年の廃刀令後、立行司だけ
が例外的に短刀を許されていたという解釈をしている。 
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